
　
〈
文
芸
と
人
生
〉
論
議
と
青
年
層
の
動
向

　

日
比
嘉
高
　

　
東
京
府
下
青
山
に
住
む
杉
原
迂
生
青
年
は
、
明
治
末
の
、　と
、　あ
、　る

早
春
、
そ
の
友
人
の
鶴
藤
君
、
小
倉
徂
峰
君
と
、「
理
知
と
本
能
の

極
端
に
離
れ
た
る
時
代
」
に
生
き
る
「
現
代
青
年
の
煩
悶
」
に
つ
い
て
議
論
し
た
。
鶴
藤
君
は
「
無
計
画
な
る
追
欲
的
自
己
発
展
」

を
唱
え
、
徂
峰
君
は
「
自
我
主
義
的
思
想
は
空
想
で
あ
ら
う
」
と
難
ず
る
。
迂
生
青
年
は
こ
の
時
自
分
の
考
え
を
述
べ
な
か
っ
た
が
、

そ
の
後
『
中
学
世
界
』
一
三
巻
五
号
（
明
43
・
4
）
の
「
読
者
倶
楽
部
」
に
、
以
上
の
経
緯
を
述
べ
つ
つ
自
ら
の
見
解
を
発
表
し
た
。「
態

度
の
宣
告
（
近
代
的
青
年
の
賛
助
を
求
む
）」
と
題
さ
れ
た
そ
れ
は
、「
計
画
的
本
能
の
盲
動
的
発
展
」
を
謳
い
、「
理
知
を
本
能
の
梶

と
し
て
盲
動
す
る
」
と
い
う
立
場
に
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
迂
生
青
年
は
こ
れ
を
唱
え
つ
つ
、「
日
本
全
国
、
い
や
し
く
も
青
年
の
あ

る
所
は
大
演
説
会
を
起
こ
し
、
又
機
関
雑
誌
を
発
行
し
、
来
る
可
き
世
に
確
定
す
る
新
道
徳
の
下
地
を
作
り
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ

賛
助
を
乞
う
た
の
で
あ
る
。

　
岩
野
泡
鳴
の
「
新
自
然
主
義
」「
刹
那
主
義
」、
あ
る
い
は
遠
く
高
山
樗
牛
の
「
美
的
生
活
論
」
の
響
き
も
聞
き
と
れ
る
府
下
の
投
書

青
年
た
ち
の
一
幕
は
、
百
年
後
の
我
々
に
明
治
末
の
思
想
的
雰
囲
気
を
よ
く
語
っ
て
く
れ
る
。
こ
う
し
た
青
年
た
ち
の
活
動
を
拾
い

上
げ
て
い
く
こ
と
も
、
そ
れ
は
そ
れ
で
興
味
は
尽
き
な
い
が
、
本
論
の
課
題
は
そ
う
し
た
や
や
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
作
業
で
は
な
い
。

　
こ
の
「
態
度
の
宣
告
」
の
発
表
さ
れ
た
翌
月
、
同
欄
に
中
村
天
涯
に
よ
る
「
杉
原
迂
生
君
足
下
」
と
い
う
反
応
が
寄
せ
ら
れ
た
。

迂
生
青
年
が
直
接
天
涯
青
年
を
訪
れ
て
話
し
込
ん
だ
夜
に
約
束
し
た
も
の
だ
と
い
う
そ
の
記
事
は
、
か
な
り
手
厳
し
い
迂
生
論
へ
の

批
判
と
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
記
事
中
で
迂
生
青
年
の
言
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
「
僕
は
文
芸
即
実
行
で
す
」
と
い
う
一
文
に
こ

そ
、
目
を
と
め
る
必
要
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
実
行
と
芸
術
」
論
争
で
あ
る
。
府
下
の
投
書
青
年
た
ち
の
サ
ー
ク
ル
が
交
わ
し
て
い

た
議
論
は
、
単
な
る
岩
野
泡
鳴
や
高
山
樗
牛
の
思
想
の
咀
嚼
だ
っ
た
の
で
は
な
く
、
し
ば
ら
く
前
か
ら
「
中
央
文
壇
」
で
闘
わ
さ
れ
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て
い
た
大
論
争
に
連
な
る
論
議
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
実
行
と
芸
術
」「
芸
術
と
実
生
活
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
論
争
は
、「
私
小
説
」
や
「
政
治
と
文
学
」
の
問
題
を
考
え
る
過
程
で
脚

光
を
浴
び
、
早
く
か
ら
論
究
さ
れ
て
き
た
論
題
で
あ
る
。
こ
の
議
論
の
代
表
的
な
達
成
で
あ
る
平
野
謙
『
芸
術
と
実
生
活
』
（
講
談

社
、
一
九
五
八
年
一
月
）
は
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。「
岩
野
泡
鳴
の
芸
術
即
実
行
論
と
そ
れ
に
つ
づ
く
石
川
啄
木
の

積
極
的
自
然
主
義
論
と
の
挟
撃
に
あ
つ
て
、
〔
天
渓
・
花
袋
・
抱
月
ら
が
結
論
し
た
〕
芸
術
の
観
照
性
は
ゆ
る
が
ぬ
わ
け
に
は
ゆ
か
な
か

つ
た
。
自
然
主
義
文
学
は
た
じ
ろ
き
つ
つ
後
退
し
、
そ
の
間
隙
を
ね
ら
つ
て
、
永
井
荷
風
・
谷
崎
潤
一
郎
ら
の
耽
美
主
義
文
学
や
武

者
小
路
実
篤
・
志
賀
直
哉
ら
の
理
想
主
義
文
学
が
台
頭
し
て
き
た
」
（
10
頁
）
。「
こ
の
「
実
行
と
芸
術
」
問
題
の
流
産
が
屈
折
し
、
白

樺
派
に
媒
介
さ
れ
て
、
心
境
小
説
の
一
母
胎
と
な
る
の
で
あ
る
」
（
109
頁
）
。
自
然
主
義
の
観
照
性
が
批
判
さ
れ
、
そ
の
「
屈
折
」
を

白
樺
派
が
「
媒
介
」
し
て
「
心
境
小
説
」
が
生
ま
れ
、
ま
た
「
私
小
説
」
を
結
果
し
て
い
く
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の

平
野
の
図
式
は
正
確
と
は
言
い
難
く
、
個
別
作
家
論
の
形
を
取
っ
た
後
続
の
論
に
よ
っ
て
、
す
で
に
そ
の
恣
意
性
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
き
て
い
る
。
島
村
抱
月
を
例
に
と
り
な
が
ら
、「「
実
行
と
芸
術
」
の
問
題
の
出
発
点
が
、
い
わ
ゆ
る
私
小
説
論
に
直
結
す
る
よ
う

な
性
質
の
も
の
と
は
全
く
異
質
の
、
も
っ
と
明
治
的
な
問
題
意
識
で
あ
っ
た
」
と
し
た
和
田
謹
吾
『
描
写
の
時
代
』
（
北
海
道
大
学
図

書
刊
行
会
、
一
九
七
五
年
一
一
月
、
87
頁
）
の
指
摘
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る（

1
）
。

　
平
野
の
図
式
の
恣
意
性
は
明
ら
か
と
な
り
、
個
別
の
作
家
研
究
も
深
化
し
た
。
し
か
し
こ
の
明
治
後
半
期
最
大
の
論
争
の
一
つ
と

い
っ
て
よ
い
議
論
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
次
に
述
べ
る
よ
う
な
先
行
論
の
偏
り
も
あ
っ
て
、
実
は
そ
れ
ほ
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。

　
筆
者
は
、
平
野
謙
を
は
じ
め
と
す
る
先
行
の
論
者
た
ち
が
、
論
議
の
あ
る
重
要
な
構
成
要
素
を
見
逃
し
て
き
た
と
考
え
て
い
る
。

他
な
ら
ぬ
、
冒
頭
の
よ
う
な
青
年
た
ち
の
動
向
で
あ
る
。
検
討
の
対
象
を
田
山
花
袋
や
島
村
抱
月
な
ど
と
い
っ
た
著
名
な
文
学
者
の

言
説
の
み
に
限
定
し
て
き
た
先
行
論
は
、
こ
の
方
面
を
完
全
に
視
野
の
外
に
置
い
て
き
た
。
だ
が
、
当
時
の
投
稿
論
文
や
六
号
活
字

を
通
覧
し
て
い
く
と
、〈
文
芸
と
人
生
〉
論
議
│
│
後
述
の
理
由
か
ら
本
論
で
は
こ
う
呼
称
す
る
│
│
の
裾
野
の
広
が
り
は
驚
く
べ
き

規
模
に
達
し
て
い
た
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
著
名
文
学
者
た
ち
の
論
戦
の
横
で
、
そ
の
「
読
者
」
で
あ
る
青
年
た
ち
も
ま
た
、
活
発

な
議
論
を
繰
り
広
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
彼
ら
の
動
向
と
「
中
央
文
壇
」
の
動
向
と
の
間
に
は
、
切
っ
て
も
切
れ
な
い
有
機
的
で
相
互
交
渉
的
な
連
関
が
形
成
さ
れ
て
い
た
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と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
抱
月
・
花
袋
・
天
渓
・
啄
木
な
ど
の
著
名
作
家
た
ち
を
点
で
つ
な
い
で
ゆ
く
文
学
史
叙
述
で
は
、〈
世
代
〉

や
〈
層
〉
の
間
の
差
異
と
交
渉
が
も
た
ら
す
文
化
的
変
動
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
把
握
し
き
れ
な
い
。
著
名
作
家
と
青
年
層
の
動
向
を

同
時
に
視
野
に
入
れ
る
地
点
に
立
た
な
け
れ
ば
、〈
文
芸
と
人
生
〉
論
議
の
総
体
的
な
構
造
を
捉
え
、
そ
の
諸
要
素
の
衝
突
と
葛
藤
が

示
す
歴
史
的
な
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
、〈
文
芸
と
人
生
〉
論
議
の
推
移

　
〈
文
芸
と
人
生
〉
論
議
は
明
治
四
一
年
か
ら
四
二
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
論
争
で
、
そ
の
名
の
通
り
「
文
芸
」
と
そ
の
担
い
手
の

「
人
生
」「
生
活
」
と
の
距
離
や
密
着
性
、
あ
る
い
は
文
芸
に
「
実
行
」
が
伴
う
べ
き
か
、
な
ど
が
主
た
る
焦
点
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
論
争
勃
発
の
そ
も
そ
も
の
起
因
に
は
、
自
然
主
義
文
学
と
そ
の
担
い
手
た
ち
に
対
す
る
社
会
的
な
バ
ッ
シ
ン
グ
が
あ
っ
た
と
い

え
る
。「
都
会
」
裁
判
・
出
歯
亀
事
件
・
煤
煙
事
件
な
ど
と
い
っ
た
世
間
の
耳
目
を
そ
ば
だ
た
せ
る
出
来
事
に
よ
っ
て
、
社
会
の
性
的

な
乱
れ
や
青
年
の
風
紀
問
題
と
自
然
主
義
文
学
と
の
関
連
づ
け
が
顕
著
に
見
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る（

2
）
。
こ
う
し

た
社
会
的
な
批
判
に
答
え
る
形
で
、
長
谷
川
天
渓
や
島
村
抱
月
が
発
言
を
は
じ
め
た
の
が
明
治
四
一
年
の
四
月
か
ら
五
月
頃
だ
っ
た
。

◎
近
頃
の
新
聞
で
は
、
自
然
主
義
と
本
能
満
足
主
義
と
を
、
全
然
同
一
義
に
使
用
し
て
ゐ
る
の
み
な
ら
ず
、
一
部
の
有
識
者
間

に
も
、
両
者
一
な
り
と
い
ふ
見
解
を
抱
い
て
ゐ
る
人
も
あ
る
。
〔
…
〕

◎
先
づ
第
一
に
差
別
す
べ
き
点
は
、
自
然
主
義
は
、
文
芸
上
の
問
題
で
あ
つ
て
、
本
能
満
足
主
義
と
は
、
人
生
上
の
実
行
問
題

で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

（
天
渓
「
自
然
主
義
と
本
能
満
足
主
義
と
の
別
」『
文
章
世
界
』
明
41
・
4
）

　
同
様
に
抱
月
も
『
教
育
時
論
』
（
明
41
・
5
）
に
寄
せ
た
「
文
芸
上
の
自
然
主
義
」
と
い
う
談
話
で
、「
数
年
前
流
行
し
た
本
能
満
足

主
義
と
、
混
同
せ
ら
れ
易
い
」、「
両
者
の
相
異
点
は
、
本
能
主
義
は
実
行
の
主
義
で
あ
る
が
、
自
然
主
義
は
文
芸
上
の
一
傾
向
で
、

こ
れ
は
実
行
と
直
接
の
関
係
を
有
つ
て
お
ら
ぬ
」
と
述
べ
て
い
た
。
問
題
の
発
端
に
あ
っ
た
の
は
、
古
く
か
ら
あ
る
〈
文
芸
対
道
徳
〉

の
図
式
で
あ
っ
た
。

　
こ
こ
へ
批
判
的
に
介
入
し
て
き
た
の
が
岩
野
泡
鳴
で
あ
る
。
泡
鳴
は
す
で
に
『
万
朝
報
』
の
素
堂
（「
社
論
」
明
40
・
11
・
11
）
と
論
争

を
す
る
な
か
で
「
僕
は
外
界
の
存
在
を
許
さ
な
い
唯
一
自
己
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
」
（「
文
界
私
議
」『
読
売
新
聞
』
明
40
・
11
・
17
）
な
ど
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と
述
べ
て
お
り
、
天
渓
・
抱
月
の
姿
勢
を
見
て
批
判
を
始
め
る
。

一
体
、
僕
等
の
新
自
然
主
義
は
人
生
観
で
あ
り
、
同
時
に
ま
た
芸
術
観
で
も
あ
り
、
人
生
と
芸
術
と
に
何
等
の
区
別
を
置
か
な

い
程
切
実
で
あ
る
べ
き
筈
だ
が
、
花
袋
氏
を
初
め
、
天
渓
氏
も
抱
月
氏
も
た
だ
区
別
さ
れ
た
芸
術
の
範
囲
で
こ
れ
を
考
へ
て
ゐ

る
ら
し
い
。（

3
）

　
「
文
芸
上
」
と
「
人
生
上
」
の
分
別
を
説
い
た
天
渓
・
抱
月
に
対
し
、
泡
鳴
は
そ
の
一
体
性
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
〈
文

芸
と
人
生
〉
論
議
が
始
ま
る
。
た
だ
し
論
議
と
い
っ
て
も
、
実
際
に
こ
の
時
期
に
活
発
に
応
酬
を
繰
り
広
げ
た
の
は
泡
鳴
と
天
渓
ぐ
ら

い
で
あ
り
、
そ
こ
に
抱
月
が
自
然
主
義
の
美
学
的
価
値
づ
け
を
し
て
ゆ
く
か
た
わ
ら
コ
メ
ン
ト
を
述
べ
、
外
に
は
徳
田
秋
江
や
『
文

章
世
界
』
の
六
号
活
字
が
反
応
を
見
せ
る
程
度
で
あ
っ
た
。
諸
雑
誌
・
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
を
見
て
ゆ
く
と
、
こ
の
一
連
の
議

論
は
大
体
一
〇
月
頃
で
一
旦
の
終
息
を
見
せ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
を
第
一
期
と
す
る（

4
）
。

　
論
争
第
二
期
の
開
始
は
、
田
山
花
袋
の
評
論
が
契
機
と
考
え
ら
れ
る
。

実
行
上
と
芸
術
上
と
、
自
然
主
義
に
区
別
は
な
い
と
い
ふ
説
が
大
分
多
い
や
う
だ
。
〔
…
〕
け
れ
ど
自
分
は
実
行
上
の
自
然
主

義
と
い
ふ
も
の
は
意
味
を
成
さ
ぬ
と
思
ふ
。
自
然
主
義
の
傍
観
的
態
度
は
既
に
始
め
か
ら
芸
術
的
学
問
的
で
あ
る
。

（「
評
論
の
評
論
」『
文
章
世
界
』
明
42
・
1
・
15
）

　
こ
の
一
月
の
評
論
の
あ
と
、
同
欄
二
月
の
記
事
で
花
袋
は
「
実
行
上
自
然
主
義
と
芸
術
上
自
然
主
義
と
に
就
い
て
、
大
分
前
号
の

「
評
論
の
評
論
」
が
物
議
を
醸
し
た
や
う
だ
」
と
そ
の
反
響
を
述
べ
る
が
、
実
際
こ
の
花
袋
論
を
機
に
四
二
年
に
入
っ
て
か
ら
論
争
は

活
発
化
し
は
じ
め
る
。

　
花
袋
「
評
論
の
評
論
」
は
、
社
会
問
題
と
し
て
の
〈
文
芸
対
道
徳
〉
か
ら
は
完
全
に
切
れ
た
と
こ
ろ
で
提
起
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
特

徴
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
論
争
は
第
一
期
よ
り
問
題
の
範
囲
も
参
加
者
も
広
汎
に
な
り
、
そ
の
分
議
論
は
錯
綜
す
る
。『
読
売
新

聞
』
日
曜
附
録
「
文
壇
無
駄
話
」
を
定
位
置
と
す
る
徳
田
秋
江
の
積
極
的
参
加
が
目
立
つ
ほ
か
、
金
子
筑
水
や
田
中
王
堂
、
さ
ら
に

後
藤
宙
外
・
樋
口
龍
峡
ら
文
芸
革
新
会
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
間
が
発
言
す
る
よ
う
に
な
る
。

　
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
「
実
行
」
概
念
も
多
義
化
す
る
。
第
一
期
に
お
い
て
「
実
行
」
は
「
本
能
満
足
主
義
」
の
「
実
行
」
と
い
う
文
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脈
を
保
持
し
て
い
た
。
第
二
期
で
は
こ
の
限
定
性
が
薄
ま
り
、
問
題
は
人
生
と
文
芸
と
の
関
係
一
般
や
、
行
動
と
い
う
ほ
ど
の
意
味

に
お
け
る
現
実
生
活
の
「
実
行
」
と
文
芸
創
作
時
の
「
観
照
」
と
の
関
係
な
ど
に
開
か
れ
て
ゆ
く（

5
）
。

　
論
争
の
行
方
と
し
て
は
、
明
治
四
二
年
の
第
二
期
に
入
っ
た
途
中
か
ら
、
天
渓
・
花
袋
・
抱
月
と
い
う
「
観
照
派
」
と
ま
と
め
ら

れ
る
文
学
者
た
ち
が
そ
の
態
度
を
微
妙
に
変
え
て
い
く
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
当
初
四
二
年
一
月
の
段
階
で
「
自
分
は
実
行
上
の
自

然
主
義
と
い
ふ
も
の
は
意
味
を
成
さ
ぬ
と
思
ふ
」
（
前
掲
引
用
）
と
述
べ
て
い
た
花
袋
が
、「
▲
要
す
る
に
、
私
の
考
で
は
、
作
者
が

其
心
持
を
実
行
す
る
と
否
と
は
、
自
然
主
義
と
い
ふ
上
か
ら
は
、（
虚
無
主
義
社
会
主
義
な
ど
で
は
大
に
違
ふ
が
）
枝
葉
論
で
あ
つ

て
、
実
行
し
や
う
が
為
ま
い
が
、
さ
う
い
ふ
こ
と
は
作
者
の
個
人
性
に
ま
か
せ
て
置
い
て
好
い
こ
と
だ
と
思
ふ
」
（「
文
章
講
話
　
作
者

と
作
品
」『
文
章
世
界
』
明
42
・
5
・
1
）
と
、
以
前
の
主
張
を
な
し
崩
し
に
す
る
よ
う
な
譲
歩
を
示
す
よ
う
に
な
る
。
長
谷
川
天
渓
も
「
無

解
決
と
解
決
」
（『
太
陽
』
明
41
・
5
）
で
「
自
然
主
義
な
る
語
は
、
飽
く
迄
も
芸
術
上
に
用
ゐ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
し
て
い
た
の
を
、
三
ヶ

月
後
に
は
「
例
へ
ば
無
理
想
無
解
決
の
態
度
を
以
つ
て
芸
術
を
製
作
す
る
と
せ
ば
、
作
家
其
の
人
の
日
常
生
活
も
亦
、
無
理
想
無
解

決
で
あ
る
。
〔
…
〕
芸
術
と
実
行
が
一
致
す
と
は
、
此
の
意
味
に
於
て
言
ひ
得
る
で
あ
ら
う
」
（「
芸
術
と
実
行
」『
太
陽
』
明
42
・
8
）
と
、

限
定
を
付
し
な
が
ら
も
「
芸
術
と
実
行
」
の
「
一
致
」
の
地
点
を
認
め
る
に
至
っ
て
い
る
。

　
天
渓
・
花
袋
が
こ
う
し
て
分
離
の
姿
勢
を
軟
化
さ
せ
て
い
っ
た
の
に
対
し
、
島
村
抱
月
は
あ
く
ま
で
「
観
照
派
」
の
立
場
を
崩
さ

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、「
実
行
」
と
「
芸
術
」
の
区
別
は
守
っ
た
も
の
の
、
四
二
年
の
六
月
、
評
論
集
『
近
代
文
芸
之
研

究
』
を
刊
行
し
た
そ
の
「
序
に
代
へ
て
人
生
観
上
の
自
然
主
義
を
論
ず
」
に
お
い
て
〈
人
生
観
〉
論
へ
と
足
を
踏
み
入
れ
る（

6
）
。「
観

照
派
」
の
主
軸
で
あ
っ
た
抱
月
に
よ
る
こ
の
論
の
発
表
は
波
紋
を
呼
び
、〈
文
芸
と
人
生
〉
論
議
の
着
地
点
を
物
語
る
も
の
と
も
な
っ

て
い
く
。
こ
の
点
の
詳
し
い
分
析
は
後
に
譲
り
、
ひ
と
ま
ず
こ
こ
で
は
こ
の
抱
月
の
「
序
に
代
へ
て
人
生
観
上
の
自
然
主
義
を
論
ず
」

を
も
っ
て
第
二
期
が
終
わ
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
る
に
と
ど
め
て
お
く
。

　
こ
う
見
て
い
く
と
、「
観
照
派
」
と
さ
れ
る
花
袋
・
天
渓
・
抱
月
ら
が
、
そ
ろ
っ
て
そ
の
主
張
を
変
化
さ
せ
て
ゆ
く
よ
う
す
が
う
か

が
え
る
。
い
っ
た
い
な
ぜ
彼
ら
「
観
照
派
」
は
、
立
場
の
「
後
退
」
と
も
見
え
る
変
化
を
見
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。

　
こ
の
時
期
の
自
然
主
義
の
作
家
・
評
論
家
た
ち
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
文
脈
は
違
う
も
の
の
、
先
行
す
る
論
考
に
お
い

て
も
さ
ま
ざ
ま
に
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。
相
馬
庸
郎
「
田
山
花
袋
の
「
実
行
と
芸
術
」」
（
注
1
参
照
）
は
、
花
袋
の
「
積
極
的
挑
戦

の
論
理
」
が
「
無
差
別
的
肯
定
の
論
理
」
へ
と
転
換
し
た
原
因
に
対
道
徳
意
識
や
モ
デ
ル
問
題
の
存
在
を
指
摘
す
る
。
同
じ
く
相
馬
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「
島
村
抱
月
　
「
問
題
的
文
芸
」
と
「
観
照
」」
（
同
前
）
は
、
抱
月
の
転
機
を
「「
建
前
」
が
強
い
た
矛
盾
」
と
「
虚
構
論
の
不
在
」
に

帰
す
。
谷
沢
永
一
「
自
然
主
義
文
芸
批
評
の
屈
折
」（

7
）
も
、
抱
月
の
転
身
を
「
テ
ー
マ
と
モ
チ
ー
フ
の
喪
失
」
に
求
め
て
い
る
。
そ
れ

ぞ
れ
に
一
定
の
説
得
力
を
持
つ
議
論
だ
が
、
こ
う
し
た
議
論
の
ほ
と
ん
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
家
の
論
理
の
内
部
で
説
明
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
結
論
は
彼
ら
の
論
説
の
系
譜
に
お
け
る
矛
盾
や
、
伝
記
的
な
事
実
の
参
照
か
ら
の
み
導
き

出
さ
れ
て
し
ま
う
。

　
筆
者
は
、「
観
照
派
」
と
さ
れ
る
側
の
文
学
者
た
ち
が
そ
ろ
っ
て
譲
歩
を
み
せ
た
と
い
う
事
実
に
は
、
そ
う
し
た
個
人
的
文
脈
の
他

に
、
な
ん
ら
か
の
理
由
に
も
と
づ
い
た
連
関
性
、
連
動
性
を
想
定
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
に
こ
そ
、〈
文
芸
と

人
生
〉
論
議
を
推
移
さ
せ
た
動
因
が
存
在
す
る
だ
ろ
う
。

二
、
青
年
た
ち
の
〈
文
芸
〉
と
〈
人
生
〉

　
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
の
は
、〈
文
芸
と
芸
術
〉
論
議
の
さ
な
か
に
書
か
れ
た
一
つ
の
同
時
代
文
学
史
の
記
述
で
あ
る
。
岩
城
準

太
郎
『
増
補
　
明
治
文
学
史
』
第
九
章
「
新
興
の
文
学
」
の
第
一
節
「
思
想
界
の
新
潮
」
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

樗
牛
等
の
予
言
的
運
動
は
、
今
日
始
め
て
鮮
明
な
る
色
彩
と
重
要
な
る
意
義
を
有
せ
る
一
般
的
運
動
と
な
れ
り
と
言
ふ
べ
し
。

さ
れ
ば
自
然
主
義
は
、
単
に
文
芸
上
の
新
主
義
た
る
に
止
ら
ず
し
て
、
又
人
生
観
上
の
新
主
義
た
り
。
此
の
主
義
や
、
所
有
伝

統
を
破
壊
し
て
後
に
起
り
し
新
自
我
の
所
生
な
れ
ば
、
即
ち
解
放
せ
ら
れ
た
る
新
人
の
人
生
観
に
し
て
、
物
心
合
一
霊
肉
一

致
、
自
己
は
唯
全
一
体
と
し
て
存
す
る
の
み
、
心
性
は
知
に
非
ず
情
意
に
非
ず
、
又
全
一
体
と
し
て
存
す
る
の
み
、
現
実
の
外

に
理
想
な
く
真
の
外
に
善
美
な
し
と
称
す
る
一
元
的
新
見
地
に
立
て
る
者
な
り
。（

8
）

　
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
三
点
で
あ
る
。
自
然
主
義
を
「
文
芸
上
」
に
止
ま
ら
な
い
「
人
生
観
上
」
の
も
の
と
し
て
い
る
こ
と
、

そ
の
人
生
観
が
「
新
自
我
の
所
生
」
で
あ
り
「
新
人
の
人
生
観
」
と
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
人
生
観
は
「
一
致
」
説
に
従
う

と
し
、
そ
れ
を
岩
野
泡
鳴
の
用
語
で
語
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
「
新
興
の
文
学
」
と
し
て
自
然
主
義
文
芸
の
特
長
を
整
理
す
る
こ
の
文
章
は
、
執
筆
時
ま
さ
に
係
争
中
で
あ
っ
た
〈
文
芸
と
人
生
〉

論
議
の
用
語
を
明
ら
か
に
参
照
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。「
復
刻
凡
例
」
に
あ
る
明
治
四
二
年
三
月
擱
筆
と
い
う
記
述
か
ら
わ
か
る
よ
う
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に
、
岩
城
の
文
章
が
書
か
れ
た
の
は
ま
だ
「
観
照
派
」
の
勢
い
が
衰
え
て
い
な
い
時
期
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
明
白
に
岩
野
泡
鳴
の

論
理
の
側
に
立
つ
岩
城
の
記
述
は
、
か
な
り
偏
っ
た
ま
と
め
方
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
仮
に
も
『
明
治
文
学
史
』

を
名
の
る
書
物
で
あ
り
、
岩
城
の
主
観
一
方
で
書
か
れ
て
い
る
と
も
思
え
な
い
。
こ
の
立
場
を
と
る
の
に
は
、
な
に
か
そ
れ
な
り
の

理
由
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

　
先
の
引
用
で
、
岩
城
は
自
然
主
義
を
「
新
自
我
の
所
生
」
で
あ
り
、「
解
放
せ
ら
れ
た
る
新
人
の
人
生
観
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い

た
。
な
ん
ら
か
の
新
し
い
動
向
の
台
頭
を
捉
え
て
な
さ
れ
た
論
述
の
よ
う
で
あ
る
。
彼
が
見
て
い
た
の
は
、
ど
う
い
っ
た
存
在
た
ち

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
同
じ
く
自
然
主
義
に
か
ぶ
れ
て
居
て
も
、
私
は
先
生
か
ら
教
へ
ら
れ
た
通
り
、
芸
術
と
実
行
と
を
別
々
に
考
え
度
い
と
思
ひ
、

佐
伯
は
ま
た
Ｋ
先
生
の
態
度
を
│
│
つ
ま
り
自
分
に
勝
手
な
都
合
の
好
い
事
は
之
を
実
行
し
、
反
対
に
不
利
益
と
見
る
と
き
は
芸
術

は
絶
対
に
観
照
だ
と
称
へ
る
、
さ
う
し
た
や
り
く
ち
は
嫌
だ
卑
怯
だ
と
云
つ
て
、
芸
術
と
実
生
活
と
を
ぴ
ツ
た
り
一
つ
に
行
か
う
と

す
る
〔
…
〕
」
（
76
頁
）
。
引
用
は
花
袋
の
女
弟
子
で
あ
り
「
蒲
団
」
の
芳
子
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
た
永
代
美
知
代
の
「
あ
る
女
の
手
紙
」

（『
ス
バ
ル
』
明
43
・
9
）
の
一
節
で
あ
る（

9
）
。
テ
ク
ス
ト
が
自
ら
示
す
よ
う
に
「
私
」
は
美
知
代
自
身
、「
佐
伯
」
は
永
代
静
雄
、
む
ろ

ん
「
Ｋ
先
生
」
は
田
山
花
袋
が
前
提
さ
れ
て
い
る
。
三
者
が
か
つ
て
起
こ
し
た
衝
突
の
主
因
と
し
て
示
さ
れ
た
の
が
、「
芸
術
と
実
行

（
実
生
活
）
」
問
題
に
対
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
態
度
の
不
一
致
で
あ
る
。「
あ
る
女
の
手
紙
」
と
い
う
テ
ク
ス
ト
自
体
は
、
こ
う
し
た
断
絶

を
掘
り
下
げ
て
い
く
方
向
を
も
っ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
に
示
さ
れ
た
佐
伯
の
指
向
は
興
味
深
い
。
彼
の
主
張
す
る
と
こ
ろ

は
、
単
な
る
彼
個
人
の
思
想
的
立
場
と
し
て
片
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
な
の
だ
。
佐
伯
の
背
後
に
は
、
同
じ
よ
う
に
「
芸

術
と
実
生
活
と
を
ぴ
ツ
た
り
一
つ
に
行
か
う
と
す
る
」
青
年
た
ち
の
群
が
控
え
て
い
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
冒
頭
の
迂
生
青
年
も

そ
の
一
人
で
あ
る
。

　
岩
城
の
文
学
史
が
念
頭
に
置
い
て
い
た
の
は
お
そ
ら
く
こ
う
し
た
青
年
層
の
動
向
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
岩
城
の
言
う
「
新
人
」
を

そ
の
ま
ま
年
齢
的
な
若
さ
に
直
結
さ
せ
る
こ
と
は
慎
ま
ね
ば
な
ら
な
い
が
、〈
文
芸
と
人
生
〉
論
議
に
対
す
る
青
年
た
ち
の
発
言
を

拾
っ
て
い
く
限
り
、
岩
城
の
評
言
が
彼
ら
の
方
向
性
を
踏
ま
え
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
的
は
ず
れ
で
は
な
い
よ
う
に

見
え
る
。
彼
ら
の
言
う
と
こ
ろ
を
引
い
て
み
よ
う（
10
）
。

▲
早
稲
田
文
学
　
島
村
抱
月
の
「
芸
術
と
実
生
活
と
の
界
に
横
は
る
一
線
」
が
巻
頭
の
論
文
で
、
大
分
長
い
。
噛
ん
で
く
ゝ
め
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る
や
う
に
よ
く
説
い
て
あ
る
の
で
、
誰
に
で
も
解
る
で
あ
ら
う
。
け
れ
ど
も
こ
の
説
の
如
き
も
の
が
芸
術
な
ら
ば
ど
う
も
芸
術

は
生
温
い
も
の
ゝ
や
う
に
思
は
れ
る
。
芸
術
は
も
う
少
し
自
我
に
痛
切
の
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

（「
九
月
の
雑
誌
」『
文
章
世
界
』
明
41
・
9
・
15
）

そ
れ
文
芸
は
或
る
意
味
に
於
て
人
格
の
発
表
で
あ
る
。
吾
人
は
文
芸
上
の
主
義
と
実
際
生
活
の
行
為
と
を
区
別
す
る
天
渓
氏

や
抱
月
氏
の
説
に
服
す
る
事
は
出
〔
来
〕
な
い
。
か
ゝ
る
手
緩
き
事
で
果
し
て
立
派
な
作
物
が
得
ら
れ

〔
マ
マ
〕

よ
う
か
、
苟
も
真
面
目

に
文
芸
上
の
主
義
を
奉
ず
る
限
り
、
そ
の
行
為
も
こ
れ
と
軌
を
一
に
す
る
の
が
当
然
で
あ
る
ま
い
か
。

（
青
木
健
作
「
真
実
な
る
人
生
と
文
芸
の
対
境
」『
帝
国
文
学
』
明
41
・
12
）

戦
慄
す
べ
き
人
生
の
真
相
、
そ
れ
が
今
自
己
人
生
の
当
面
で
あ
る
と
知
つ
た
時
、
人
は
尚
ほ
能
く
か
ゝ
る
態
度
を
持
続
し
得
る
で

あ
ら
う
か
。
由
来
人
生
を
客
観
視
す
と
い
ふ
は
、
他
面
全
然
自
己
を
人
生
よ
り
離
さ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
然
し
此
の
態
度
は
、
決

し
て
自
己
人
生
の
当
面
に
対
す
る
吾
等
の
態
度
で
は
な
い
。

（
伊
藤
三
郎
「
自
然
主
義
の
帰
嚮
」（
投
稿
）『
文
章
世
界
』
明
42
・2
・1
）

実
行
論
者
の
い
ふ
と
こ
ろ
は
、
唯
だ
人
生
の
生
活
者
と
し
て
、
事
ご
と
に
、
は
た
時
ご
と
に
、
常
に
全
力
的
で
あ
れ
、
全
人
格

的
で
あ
れ
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
〔
…
〕
斯
処
に
於
て
我
即
人
生
、
人
生
即
我
で
あ
る
。
我
と
人
生
と
の
間
に
、
何
ら
の
隙
間
も

な
く
、
ギ
ャ
ッ
プ
も
な
い
。

（
松
原
至
文
「
傍
観
と
実
行
」『
新
潮
』
明
42
・
7
）

人
生
の
た
め
の
芸
術
と
云
ふ
が
如
き
言
葉
は
、
我
等
の
心
の
直
現
で
は
な
い
、
自
己
の
生
活
即
ち
芸
術
の
生
活
で
あ
る
、
わ

れ

く
は
生
き
ん
が
為
め
に
活
き
る
が
如
く
、
先
天
的
衝
動
の
発
現
に
よ
つ
て
芸
術
品
を
な
さ
ゞ
ら
ん
と
す
る
も
得
な
い
の

で
あ
る
、
芸
術
と
実
行
と
に
二
致
あ
る
も
の
で
な
く
実
行
即
ち
芸
術
、
実
行
の
表
現
は
即
ち
芸
術
と
云
ふ
こ
と
に
な
つ
て
来

た
。

（
井
上
豊
果
「
芸
術
と
は
何
ぞ
や
」『
新
声
』
明
43
・
1
）

　
発
表
の
日
付
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
花
袋
、
抱
月
、
天
渓
ら
が
盛
ん
に
文
芸
と
実
人
生
と
の
区
別
を
説
い
て
い
た
こ
ろ
か
ら
、

青
年
た
ち
は
す
で
に
そ
れ
と
は
違
う
立
場
を
と
り
つ
つ
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、「
観
照
派
」
的
な
立
場
の
青
年
た
ち
も
い
る
に
は
い
た

が
、
管
見
で
は
「
一
致
」
説
に
立
つ
論
者
た
ち
が
多
数
派
で
あ
る
。
著
名
作
家
の
論
説
の
み
を
眺
め
て
い
っ
た
場
合
、「
一
致
（
実
行
）
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派
」
の
岩
野
泡
鳴
の
立
場
は
、
独
特
の
、
孤
立
し
た
も
の
に
見
え
る
が
、
実
際
は
全
く
そ
う
で
は
な
い
。
若
い
世
代
の
論
を
丹
念
に

拾
っ
て
い
け
ば
、「
観
照
派
」
を
探
す
方
が
む
し
ろ
難
し
い
ほ
ど
な
の
だ
。

　
花
袋
ら
の
「
譲
歩
」
を
生
み
出
し
た
要
因
の
一
つ
は
、
こ
う
し
た
青
年
た
ち
の
傾
向
に
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
先
行
論
で
は
そ
れ

ぞ
れ
の
論
者
に
お
け
る
論
理
的
破
綻
や
道
徳
意
識
か
ら
く
る
限
界
な
ど
が
理
由
と
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
花
袋
・
天
渓
・

抱
月
が
そ
ろ
っ
て
ほ
ぼ
同
時
期
に
変
化
し
た
理
由
が
十
分
に
説
明
で
き
な
い
。
や
は
り
そ
れ
は
、
青
年
た
ち
の
論
説
群
か
ら
浮
か
び

上
が
る
よ
う
な
時
代
的
な
思
潮
を
、
彼
ら
が
意
識
し
た
か
ら
こ
そ
起
き
た
変
化
だ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
こ
と
は
、
論
争
の
展
開
と
彼
ら
の
文
芸
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
立
場
と
の
二
面
か
ら
説
明
で
き
る
。
論
争
第
二
期
開
始
の
端
緒

と
な
っ
た
花
袋
「
評
論
の
評
論
」
発
表
後
、
第
一
期
の
抱
月
・
天
渓
・
泡
鳴
と
い
っ
た
顔
ぶ
れ
に
加
え
て
、
続
々
と
論
者
が
参
入
し
、

激
し
い
応
酬
と
な
る
。
そ
の
新
規
参
入
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
、
徳
田
秋
江
や
金
子
筑
水
と
い
っ
た
「
一
致
」
説
に
立
つ
文
学
者
も
現

れ
、
抱
月
・
花
袋
ら
に
論
駁
し
て
い
く（
11
）
。
一
方
、
そ
れ
と
並
行
し
て
今
紹
介
し
た
青
年
た
ち
も
声
を
あ
げ
は
じ
め
、〈
文
芸
〉
と
〈
人

生
〉
の
一
致
を
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
か
ら
求
め
て
い
く
。
こ
の
過
程
で
、
筑
水
や
抱
月
の
よ
う
な
論
者
た
ち
が
、
こ
う
し
た
青
年
た
ち

の
動
向
に
注
目
し
、
そ
れ
を
分
析
し
つ
つ
論
理
に
組
み
込
ん
で
い
く
と
い
っ
た
展
開
が
発
生
す
る
。
た
と
え
ば
、「
青
壮
年
」「
新
鋭

の
作
家
」
に
お
け
る
「
自
己
覚
醒
運
動
」
と
「
自
然
主
義
運
動
」
の
「
交
錯
」
を
指
摘
し
た
、
抱
月
「
二
潮
交
錯
」
（『
早
稲
田
文
学
』

明
42
・
4
）
が
そ
の
例
で
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
花
袋
の
「
実
行
し
や
う
が
為
ま
い
が
、
さ
う
い
ふ
こ
と
は
作
者
の
個
人
性
に
ま
か
せ

て
置
い
て
好
い
」
（「
文
章
講
話
　
作
者
と
作
品
」）
と
い
う
文
学
青
年
に
向
け
た
指
南
記
事
で
の
発
言
は
、
こ
の
抱
月
論
に
お
け
る
「
新

鋭
の
作
家
等
が
自
己
胸
中
の
鬱
勃
か
ら
、
此
の
両
面
〔「
自
己
覚
醒
運
動
」
と
「
自
然
主
義
運
動
」〕
を
一
つ
に
綯
ひ
交
ぜ
や
う
と
す
る
と

否
と
は
、
そ
の
人
の
自
由
で
あ
る
が
〔
…
〕
」
と
い
う
言
明
と
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
花
袋
ら
の
変
化
は
、

以
上
の
よ
う
な
論
争
空
間
全
体
の
展
開
の
中
で
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
一
方
、
文
芸
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
花
袋
・
抱
月
な
ど
の
立
場
に
も
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
個
々
の
青
年
の
発
言
は
、

権
威
性
や
説
得
力
に
お
い
て
相
対
的
に
小
さ
な
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
こ
の
日
露
戦
後
と
い
う
時
代
が
、
新
聞
の
文
芸
欄
が
急

激
に
増
殖
し
、
新
し
い
青
年
雑
誌
も
数
多
く
創
刊
さ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
青
年
た
ち
が
発
言
す
る
場

は
、
以
前
よ
り
も
格
段
に
増
加
し
て
い
た
。
し
か
も
田
山
花
袋
・
島
村
抱
月
・
長
谷
川
天
渓
ら
に
関
し
て
言
え
ば
、
彼
ら
が
そ
れ
ぞ

れ
『
文
章
世
界
』『
早
稲
田
文
学
』『
太
陽
』
文
芸
欄
の
編
集
の
責
任
を
負
う
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
特
に
花
袋
や
天
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渓
は
、
し
ば
し
ば
『
文
章
世
界
』
の
「
文
叢
」
欄
に
寄
せ
ら
れ
る
投
稿
論
文
の
選
評
者
の
任
に
あ
た
っ
て
い
る
。
非
掲
載
論
文
も
合

わ
せ
れ
ば
、
彼
ら
は
当
時
の
文
壇
で
も
、
最
も
青
年
た
ち
の
意
見
に
向
き
合
っ
て
い
た
文
学
者
た
ち
だ
っ
た
の
で
あ
る
。「
観
照
派
」

の
論
者
た
ち
が
、
日
露
戦
後
の
メ
デ
ィ
ア
状
況
の
中
に
ど
っ
ぷ
り
と
浸
か
っ
た
│
│
浸
か
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
│
│
者
た
ち
だ
っ

た
と
い
う
要
素
も
ま
た
見
過
ご
せ
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、
大
作
家
た
ち
と
青
年
た
ち
の
間
に
見
ら
れ
る
相
互
的
な
交
渉
作
用
で
あ
る
。
予
想
さ
れ
る
よ
う
に
、

青
年
た
ち
は
大
家
た
ち
と
立
場
を
異
に
す
る
と
は
言
え
、
使
用
語
彙
や
論
理
を
大
家
た
ち
の
そ
れ
か
ら
借
り
受
け
て
い
る
こ
と
も
多

い
。
た
と
え
ば
、
岩
野
泡
鳴
の
「
刹
那
（
主
義
）」「
肉
霊
合
致
」
や
島
村
抱
月
の
「
懐
疑
」「
告
白
」
の
語
が
顕
著
で
あ
る（
12
）
。
大
家

た
ち
か
ら
青
年
へ
の
影
響
は
む
ろ
ん
見
や
す
い
。
と
こ
ろ
が
そ
の
一
方
で
、
今
見
た
よ
う
に
、
青
年
た
ち
の
傾
向
も
花
袋
た
ち
の
論

争
の
ゆ
く
え
に
見
逃
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
影
響
を
与
え
て
い
た
。
積
極
的
に
論
争
に
参
加
し
、
論
争
空
間
に
お
い
て
無
視
で
き
な

い
規
模
に
達
し
、
一
定
の
風
向
き
を
形
成
し
え
た
青
年
た
ち
の
発
言
も
ま
た
、
大
家
の
側
へ
働
き
か
け
る
力
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
〈
層
〉
は
、
そ
の
〈
層
〉
独
自
の
論
理
を
も
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
独
立
し
て
自
律
的
に
動
い
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
相
互
の
交
渉
作
用
の
中
で
推
移
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

三
、「
人
生
観
上
の
自
然
主
義
」
と
い
う
思
想

　
で
は
以
上
確
認
し
て
き
た
青
年
た
ち
の
傾
向
は
、
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
彼
ら
が
大
家
た
ち
と

は
異
な
っ
た
立
場
を
選
択
し
た
、
そ
の
理
由
を
考
え
て
み
た
い
。

　
鍵
は
先
の
岩
城
の
文
学
史
に
も
出
て
き
た
「
人
生
観
（
上
）」
と
い
う
言
葉
に
あ
る
。
一
致
説
と
「
人
生
観
」
を
繋
ぐ
論
理
を
示
し

て
く
れ
る
の
が
、
次
の
『
文
章
世
界
』
の
投
稿
評
論
で
あ
る
。

自
然
主
義
は
、
そ
の

〔
マ
マ
〕

発
頭
当
時
に
於
て
、
単
に
芸
術
上
の
主
義
と
し
て
唱
へ
ら
れ
た
。
そ
の
後
と
て
も
、
そ
の
論
議
は
主
と

し
て
芸
術
観
上
の
論
議
で
あ
つ
た
。
け
れ
ど
も
、
我
が
国
青
年
多
数
の
頭
は
、
そ
の
人
生
観
の
中
に
自
然
主
義
を
受
納
す

べ
く
用
意
せ
ら
れ
て
あ
〔
つ
〕
た
の
で
あ
る
。
青
年
の
清
新
に
し
て
固
ま
ら
ざ
る
頭
は
、
漸
や
く
従
来
の
道
徳
習
慣
な
る
も

の
を
懐
疑
の
眼
を
以
て
見
や
う
と
し
て
ゐ
た
。
人
生
問
題
を
取
り
扱
つ
て
疲
れ
や
う
と
し
て
ゐ
た
。
無
理
想
無
解
決
の
思
想
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は
、
枯
草
を
焼
く
が
如
く
、
煽
々
と
し
て
心
か
ら
心
へ
燃
え
拡
が
つ
た
。
即
ち
自
然
主
義
を
単
に
、
芸
術
観
上
に
止
ま
ら
し

め
ず
、
之
れ
を
人
生
上
に
移
し
、
は
て
は
、
実
行
上
に
於
て
も
、
こ
の
主
義
的
気
分
を
以
て
行
ふ
や
う
に
な
つ
た
の
で
あ

る
。

（
谷
口
源
吉
「
芸
術
と
実
行
」（
投
稿
）『
文
章
世
界
』
明
42
・
8
・
1
）

谷
口
の
評
論
は
、
当
時
の
「
自
然
主
義
」
が
、
青
年
た
ち
に
と
っ
て
「
芸
術
上
」
の
領
域
に
限
定
し
え
な
い
、
深
く
彼
ら
の
「
人
生
」

そ
の
も
の
に
相
渉
っ
た
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る（
13
）
。
自
然
主
義
が
こ
う
し
た
い
わ
ば
、　思
、　想
、　的
、　な

衝
撃
力
を
持
ち
得
た

理
由
を
、
谷
口
は
「
我
が
国
青
年
多
数
の
頭
は
、
そ
の
人
生
観
の
中
に
自
然
主
義
を
受
納
す
べ
く
用
意
せ
ら
れ
て
あ
〔
つ
〕
た
」
か
ら

だ
と
言
う
。
そ
の
「
用
意
」
と
し
て
彼
が
挙
げ
る
の
が
道
徳
習
慣
へ
の
「
懐
疑
」
と
「
人
生
問
題
」
で
あ
る
。

　
自
然
主
義
と
一
致
説
と
青
年
思
潮
と
が
交
差
を
見
せ
る
の
は
、
こ
の
〈
人
生
〉
の
問
題
系
に
お
い
て
で
あ
る
。
金
子
筑
水
「
文
芸

と
実
人
生
（
自
然
主
義
と
思
想
界
の
新
調
）」
（『
中
央
公
論
』
明
42
・
5
）
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。「
実
人
生
の
真
相
如
何
、
人

生
の
真
義
如
何
。
こ
れ
思
想
界
の
新
傾
向
の
裡
面
に
横
は
る
根
本
の
意
識
的
又
は
無
意
識
的
疑
惑
で
あ
る
。
〔
…
〕
斯
く
の
如
き
思
想

界
の
新
傾
向
と
、
文
芸
上
の
自
然
主
義
、
少
な
く
と
も
高
義
の
自
然
主
義
文
芸
と
の
間
に
は
、
極
め
て
密
接
な
関
係
が
有
る
」。
こ
こ

で
も
「
実
人
生
の
真
相
如
何
、
人
生
の
真
義
如
何
」
と
い
う
〈
人
生
問
題
〉
が
論
旨
の
鍵
と
な
っ
て
い
る
。
筑
水
も
や
は
り
、
思
想

界
に
お
け
る
〈
人
生
〉
論
的
な
風
潮
と
「
文
芸
上
の
自
然
主
義
」
と
の
間
に
、「
極
め
て
密
接
な
関
係
が
有
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
〈
人
生
問
題
〉
は
明
治
後
半
の
青
年
思
潮
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
り
、
哲
学
、
宗
教
に
深
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
知
識
青
年
た
ち
の

懐
疑
的
思
想
課
題
を
総
称
す
る
言
葉
で
あ
る
。
谷
口
の
引
用
が
語
っ
た
よ
う
に
、
青
年
た
ち
に
と
っ
て
「
自
然
主
義
」
は
「
文
芸
上
」

の
問
題
に
限
定
し
え
な
い
広
が
り
と
衝
撃
力
を
も
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
い
わ
ば
、　現
、　代
、　思
、　想

と
し
て
の
「
自
然
主
義
」
の
性
格
が
こ

こ
で
の
鍵
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
小
説
ジ
ャ
ン
ル
と
の
繋
が
り
で
の
み
評
論
を
考
え
た
り
、
抱
月
・
花
袋
た
ち
の
論
説
だ
け
を
読
ん
で

い
て
は
つ
か
め
な
い
、
青
年
思
想
に
深
く
根
ざ
し
た
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
三
〇
年
代
後
半
か
ら
自
然
主
義
以
後
へ
と
貫
い
て
流
れ

る
大
き
な
潮
流
と
関
連
し
て
い
る
。
高
山
樗
牛
や
綱
島
梁
川
ら
の
影
響
を
受
け
、
宗
教
熱
と
修
養
論
の
時
代
を
生
き
な
が
ら
、
あ
る

い
は
中
学
校
の
修
身
科
の
授
業
で
〈
人
格
〉
や
〈
自
我
〉
と
い
っ
た
観
念
を
刷
り
込
ま
れ
な
が
ら
、
青
年
た
ち
は
〈
人
生
〉
に
つ
い

て
の
問
題
や
〈
自
己
〉
と
い
う
も
の
の
扱
い
を
模
索
し
て
い
く（
14
）
。
彼
ら
が
自
然
主
義
を
受
容
し
た
の
は
こ
う
し
た
受
け
皿
の
上
で

の
こ
と
で
あ
っ
た
の
だ
。
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
自
然
主
義
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
「
人
生
観
上
の
」
も
の
で
あ
り
え
た
。

　
青
年
た
ち
と
花
袋
ら
の
傾
向
の
間
に
横
た
わ
っ
て
い
た
ギ
ャ
ッ
プ
は
、
こ
の
〈
人
生
観
論
〉〈
人
生
問
題
〉
の
系
譜
か
ら
説
明
で
き

11



る
。
た
と
え
ば
、
島
村
抱
月
が
い
よ
い
よ
〈
人
生
観
論
〉
へ
と
踏
み
込
み
、「
そ
れ
で
も
尚
人
生
の
目
的
如
何
と
い
ふ
問
題
は
少
し
も

解
け
て
居
な
い
。
我
等
が
営
々
と
し
て
追
ひ
行
く
現
在
の
第
二
義
人
生
は
、
何
を
究
極
の
指
揮
者
と
す
る
か
。
是
れ
が
人
生
観
論
で

あ
る
」（
15
）
と
述
懐
し
た
と
き
、
徳
田
秋
江
は
次
の
よ
う
に
嘲
笑
っ
た
。「
吾
等
と
て
も
、
左
様
な
問
題
に
就
い
て
は
藤
村
操
く
ら
ゐ
の

年
輩
に
は
、
相
応
に
頭
を
痛
め
た
る
こ
と
あ
れ
ど
も
、
今
は
其
様
な
空
想
に
は
耽
り
不
申
候
。
然
る
に
抱
月
氏
が
、
年
既
に
四
十
、

西
洋
ま
で
行
つ
て
文
芸
哲
学
な
ど
の
奥
義
を
極
め
て
帰
ら
れ
な
が
ら
、
今
尚
ほ
藤
村
操
と
同
じ
智
識
的
程
度
の
空
想
に
耽
り
、
そ
れ

が
分
ら
ね
ば
何
物
で
も
疑
ふ
な
ど
ゝヽ
い
き
ま
か
れ
る
は
稍
物
笑
ひ
の
種
と
相
成
可
申
候
」（
16
）
。
四
〇
に
も
な
る
西
洋
帰
り
が
、
藤
村
操

式
の
煩
悶
を
語
る
の
は
お
笑
い
ぐ
さ
だ
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。〈
人
生
問
題
〉
に
関
心
を
払
わ
な
く
な
っ
た
〈
層
〉
が
示
す
反
応
の
、

顕
著
な
例
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
一
方
で
、
こ
れ
に
対
す
る
青
年
た
ち
の
立
場
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
生
田
長
江
は
先
の
秋
江
の
嘲
弄
に
対
し
、「
人
生
の
問
題
が
全
然
分
か
ら
な
い
な
ぞ
と
云
ふ
の
は
、
藤
村
操
同
然
の
幼
稚
な
る
懐
疑

で
あ
る
と
か
な
ど
ゝヽ
、
気
焔
の
俄
か
に
恐
ろ
し
く
な
つ
た
に
は
驚
く
。
何
し
ろ
吾
々
は
、
今
以
つ
て
藤
村
操
同
然
の
疑
惑
を
抱
い
て

ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、
何
だ
か
自
分
達
も
叱
ら
れ
た
や
う
に
感
ぜ
ら
れ
る
」
（「
無
題
録
」『
新
潮
』
明
42
・
9
）
と
自
身
の
現
在
を

述
懐
す
る
。
三
井
甲
之
も
ま
た
抱
月
の
『
近
代
文
芸
之
研
究
』
を
論
じ
て
「
抱
月
氏
が
自
然
主
義
を
説
き
つ
ゝ
遂
に
文
芸
上
の
自
然

主
義
に
止
ま
つ
て
、
人
生
の
悲
哀
を
説
か
な
か
つ
た
の
は
同
氏
の
議
論
に
力
を
与
へ
な
か
つ
た
所
以
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
自
家
の
芸

術
論
に
一
段
落
を
附
け
や
う
と
い
つ
て
最
後
に
人
生
観
上
の
自
然
主
義
を
説
い
た
の
は
、
吾
々
を
し
て
同
氏
の
評
論
の
将
来
に
対
し

て
期
待
の
緊
張
を
禁
ず
る
能
は
ざ
ら
し
む
る
も
の
が
あ
る
」
と
歓
迎
の
意
を
表
し
た
（『
ア
カ
ネ
』
明
42
・
7
）
。
こ
う
し
た
傾
向
を
受
け

て
、
片
上
天
弦
は
明
治
四
二
年
の
文
壇
を
「
人
生
問
題
中
心
の
年
」
と
題
し
て
ま
と
め
た
ほ
ど
で
あ
る
（『
文
章
世
界
』
明
42
・
12
・
15
）
。

近
頃
の
文
壇
に
於
い
て
、
い
ろ

く
の
や
り
口
で
人
間
と
し
て
の
自
分
を
考
へ
、
自
分
を
見
出
し
て
、
そ
れ
を
い
ろ

く
の
形

に
よ
つ
て
表
白
し
、
又
そ
れ
が
為
め
に
苦
し
み
そ
れ
が
為
め
に
悶
え
て
ゐ
る
と
思
は
れ
る
、
ラ
イ
フ
の
問
題
、
ハ
ウ
、
ト
ゥ
、

リ
ヴ
の
問
題
、
要
す
る
に
自
分
自
身
の
生
活
を
ど
う
し
て
行
く
か
の
問
題
に
、
い
く
ら
か
で
も
密
接
な
関
係
の
あ
る
現
象
ほ

ど
、
僕
に
は
最
も
興
味
が
深
い
。
こ
れ
は
純
然
た
る
文
学
上
の
問
題
で
は
な
い
と
言
は
れ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
し
か
し
な
が
ら
、

今
の
僕
の
心
持
ち
で
は
、
文
学
上
の
問
題
と
、
一
般
人
生
の
問
題
と
を
、
二
つ
に
区
別
し
て
考
へ
る
こ
と
を
不
満
足
に
思
ふ
。
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〈
人
生
観
〉
論
を
め
ぐ
る
態
度
に
は
、
あ
き
ら
か
に
世
代
差
が
あ
っ
た
。
こ
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
明
治
三
〇
年
代
よ
り
引
き
続
く

〈
人
生
観
〉〈
人
生
問
題
〉
の
系
譜
で
あ
り
、
そ
の
思
想
的
枠
組
み
に
接
合
さ
れ
る
形
で
受
容
さ
れ
た
自
然
主
義
の
あ
り
方
で
あ
る
。

「
無
理
想
無
解
決
」「
幻
滅
時
代
」
と
い
っ
た
言
葉
が
語
る
よ
う
に
、
一
種
の
社
会
観
・
世
界
観
と
し
て
あ
り
え
た
自
然
主
義
は
、
青

年
層
に
と
っ
て
は
文
芸
の
領
域
を
超
え
た
思
想
運
動
と
し
て
あ
っ
た
の
で
あ
る
。〈
文
芸
と
人
生
〉
論
議
に
お
い
て
自
然
主
義
が
「
文

芸
上
」
の
も
の
に
限
定
さ
れ
よ
う
と
し
た
と
き
、
彼
ら
が
不
満
の
声
を
挙
げ
た
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。〈
人
生
〉
と
い
う
言
葉
が
吸
い

寄
せ
て
し
ま
う
問
題
系
に
こ
そ
、
青
年
た
ち
が
「
文
芸
」
と
「
実
行
」
の
「
合
致
」
に
シ
ン
パ
シ
ー
を
感
じ
、「
人
生
観
上
の
自
然
主

義
」
に
こ
だ
わ
っ
て
積
極
的
に
論
議
に
参
加
し
た
秘
密
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
と
め

　
再
び
〈
文
芸
と
人
生
〉
論
議
の
行
方
に
戻
ろ
う
。
島
村
抱
月
が
発
表
し
た
「
序
に
代
へ
て
人
生
観
上
の
自
然
主
義
を
論
ず
」
や
「
懐

疑
と
告
白
」
（『
早
稲
田
文
学
』
明
42
・
9
）
な
ど
一
連
の
〈
人
生
観
論
〉
に
対
す
る
文
壇
の
評
価
は
、
実
は
さ
ほ
ど
高
く
な
か
っ
た
。
恵

美
光
山
「
文
芸
上
の
第
一
義
欲
」
（『
新
小
説
』
明
42
・
10
）
が
「
苟
も
近
代
人
文
の
一
面
を
窺
つ
た
程
の
輩
は
何
れ
も
皆
知
る
所
の
寧
ろ

陳
腐
な
人
生
観
」
で
あ
る
と
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
彼
の
論
が
時
代
の
水
準
を
超
え
え
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　
し
か
し
自
然
主
義
の
理
論
的
主
柱
の
転
身
は
「
観
照
派
」
の
敗
退
の
印
象
を
残
し
、
結
果
的
に
「
人
生
観
上
の
自
然
主
義
」
が
い
わ

ば
「
公
認
」
さ
れ
る
結
節
点
と
な
っ
て
し
ま
う
。
Ｘ
Ｙ
Ｚ
「
現
文
壇
の
鳥
瞰
図
」
（『
文
章
世
界
』
明
42
・
11
・
1
）
は
、
抱
月
の
「
序
に
代

へ
て
人
生
観
上
の
自
然
主
義
を
論
ず
」「
懐
疑
と
告
白
」
を
評
価
し
つ
つ
、「
爾
来
、
懺
悔
、
告
白
、
懐
疑
等
の
文
字
が
所
在
に
用
ゐ
ら

れ
た
り
論
じ
ら
れ
た
り
す
る
の
を
見
て
も
其
の
影
響
が
少
く
な
か
つ
た
が
分
る
で
あ
ら
う
。
〔
…
〕
文
壇
全
体
が
一
種
真
摯
な
色
を

帯
び
て
、
自
己
告
白
の
意
義
を
考
へ
る
や
う
に
な
つ
た
こ
と
は
争
ふ
べ
か
ら
ざ
る
事
実
で
あ
る
」
と
そ
の
余
波
を
語
る
。
抱
月
に
よ

る
〈
人
生
観
論
〉
の
発
表
は
、
青
年
思
潮
を
体
現
す
る
象
徴
的
な
言
葉
で
あ
っ
た
〈
人
生
観
〉〈
人
生
問
題
〉
と
い
う
問
題
系
に
、
論

議
の
表
舞
台
に
立
つ
だ
け
の
正
統
性
を
与
え
、
か
つ
そ
う
し
た
「
懐
疑
」
を
「
告
白
」
と
し
て
発
表
す
る
道
を
も
開
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
ま
で
の
流
れ
を
整
理
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
（
１
）
三
〇
年
代
か
ら
顕
著
に
な
っ
た
煩
悶
青
年
的
な
〈
人
生
問
題
〉
の
系
譜
は
、
日
露
戦
後
の
自
然
主
義
時
代
に
ま
で
そ
の
命
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脈
が
ず
っ
と
続
い
て
い
た
。（
２
）
そ
こ
に
日
露
戦
後
の
新
潮
流
と
し
て
自
然
主
義
が
現
れ
た
。
青
年
た
ち
は
自
分
た
ち
の
気
分
を
代

弁
す
る
も
の
と
し
て
関
心
・
支
持
を
寄
せ
る
。（
３
）
と
こ
ろ
が
、
社
会
的
な
批
判
に
お
さ
れ
て
自
然
主
義
が
「
文
芸
上
」
の
も
の
へ

と
後
退
す
る
気
配
が
現
れ
、「
観
照
派
」
／
「
実
行
（
一
致
）
派
」
の
対
立
が
出
現
す
る
。（
４
）
も
と
も
と
が
〈
人
生
問
題
〉
を
基
調

と
し
て
自
然
主
義
を
受
容
し
て
い
た
青
年
た
ち
は
文
芸
と
人
生
と
の
一
致
を
説
く
「
実
行
派
」
を
支
持
し
、
論
争
に
乗
じ
て
発
言
を

は
じ
め
る
│
│
と
い
う
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
〈
文
芸
と
人
生
〉
論
議
は
、
論
破
と
い
う
形
を
と
ら
な
か
っ
た
に
せ
よ
、「
観
照
派
」
側
の
軟
化
・
譲
歩
と
青
年
た
ち
の
発
言
の
増

加
に
よ
っ
て
、
一
致
側
優
勢
の
雰
囲
気
の
う
ち
に
終
息
し
た
。
た
だ
皮
肉
な
こ
と
に
、「
人
生
観
上
の
自
然
主
義
」
が
前
景
化
さ
れ
る

と
と
も
に
、「
文
芸
上
の
自
然
主
義
」
は
急
激
に
そ
の
新
し
さ
を
失
っ
て
い
き
、
文
壇
で
は
「
自
然
主
義
以
後
」
が
語
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
く
。
自
然
主
義
の
時
代
は
、
終
わ
り
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、「
文
芸
上
の
自
然
主
義
」
は
終
息
し
た
が
、「
人
生
観
上
の
自
然
主
義
」
は
終
わ
ら
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
人
生
観
上
の
自
然
主
義
」
は
〈
人
生
問
題
〉
を
引
き
継
ぎ
、〈
文
芸
〉
と
〈
人
生
〉
を
一
体
に
考
え
よ
う
と

す
る
、　思
、　想
、　的
、　な
、　枠
、　組
、　み

と
し
て
あ
っ
た
。
文
学
運
動
と
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
知
の
枠
組
み
と
し
て
の
そ
れ
は
、
自
然
主
義

以
降
の
文
学
空
間
の
基
調
と
し
て
、〈
文
芸
〉〈
文
学
〉
に
関
わ
る
も
の
た
ち
の
姿
勢
を
し
ば
ら
く
の
間
規
制
し
つ
づ
け
て
い
く
よ
う

に
見
え
る
。
大
正
末
以
降
に
現
れ
る
「
私
小
説
」
作
家
た
ち
の
あ
り
方
と
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
な
お
考
察
が
な
さ
れ
る
べ
き
だ
が
、

青
年
層
ま
で
も
巻
き
込
ん
で
闘
わ
さ
れ
た
〈
文
芸
と
人
生
〉
論
議
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
そ
の
枠
組
み
の
出
自
と
構
成
が
、
ま
ず
は

明
ら
か
に
さ
れ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

注

（
1
）
他
に
相
馬
庸
郎
「
田
山
花
袋
の
「
実
行
と
芸
術
」」（『
日
本
自
然
主
義
論
』
八
木
書
店
、
一
九
七
〇
年
一
月
、
所
収
）、
同
「
島
村
抱
月
　
「
問
題

的
文
芸
」
と
「
観
照
」」「
石
川
啄
木
　
啄
木
の
「
実
行
と
芸
術
」」（『
日
本
自
然
主
義
再
考
』
八
木
書
店
、
一
九
八
一
年
一
二
月
、
所
収
）
な
ど
。

（
2
）
論
争
の
発
端
と
そ
れ
か
ら
の
経
緯
に
つ
い
て
は
今
井
素
子
「
実
行
と
芸
術
」（
三
好
行
雄
・
竹
盛
天
雄
編
『
近
代
文
学
３
文
学
的
近
代
の
成

立
』
有
斐
閣
、
一
九
七
七
年
六
月
、
所
収
）
の
整
理
が
詳
し
い
。
ま
た
新
聞
に
よ
る
自
然
主
義
文
学
（
者
）
の
表
象
と
論
争
の
動
因
と
の
関
連

に
つ
い
て
は
、
中
山
昭
彦
「
″芸

術
″の
成
型
│
│
〈
美
術
〉
と
〈
文
学
〉
の
場
お
よ
び
抱
月
・
花
袋
・
天
渓
│
│
」（『
日
本
近
代
文
学
』
61
、

一
九
九
九
年
一
〇
月
）
に
分
析
が
あ
る
。
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（
3
）
岩
野
泡
鳴
「
文
界
私
議
〔
中
島
氏
の
『
自
然
主
義
の
理
論
的
根
拠
』〕
」（『
読
売
新
聞
』
明
41
・
4
・
26
日
曜
附
録
）。

（
4
）
論
争
第
一
期
に
お
い
て
は
、
１
．〈
本
能
満
足
主
義
〉
と
の
差
異
化
│
│
文
芸
対
道
徳
の
文
脈
、
２
．「
観
照
」
論
と
「
無
理
想
無
解
決
」
理

念
と
の
密
接
さ
、
３
．
抱
月
に
よ
る
自
然
主
義
の
美
学
的
追
求
、
４
．
泡
鳴
の
「
肉
霊
合
致
」「
刹
那
主
義
」
論
の
提
示
、
５
．
二
葉
亭
の
提
起

し
た
「
文
芸
は
男
子
一
生
の
事
業
と
す
る
に
足
ざ
る
乎
」
と
の
関
連
な
ど
が
主
要
な
／
関
連
す
る
論
題
と
し
て
存
在
し
た
。
論
争
の
時
期
区
分

に
つ
い
て
は
今
井
素
子
「
実
行
と
芸
術
」（
前
掲
）
の
考
察
に
示
唆
を
受
け
た
。

（
5
）
〈
文
芸
と
人
生
〉
の
呼
び
名
も
多
様
を
極
め
る
。「
芸
術
と
実
人
生
」「
観
照
と
実
行
」「
文
芸
対
人
生
」「
観
照
対
実
行
」「
文
芸
と
人
生
」

（
以
上
「
明
治
四
十
二
年
文
芸
史
料
」『
早
稲
田
文
学
』
明
43
・
2
）
、「
実
生
活
と
文
芸
」「
文
芸
と
実
人
生
」
（
金
子
筑
水
）
、「
傍
観
と
実
行
」
（
松
原

至
文
）
、「
人
生
と
文
芸
」
（
後
藤
宙
外
）
、「
文
芸
と
実
行
」
（
徳
田
秋
声
）
、「
実
行
と
芸
術
」
（
田
山
花
袋
）
、「
芸
術
と
実
生
活
」
（
島
村
抱
月
）

。
本
論
は
こ
の
論
争
と
後
述
の
「
人
生
観
論
」
と
の
接
続
を
重
視
し
て
い
る
た
め
、〈
文
芸
と
人
生
〉
の
総
称
を
と
っ
た
。

（
6
）
「
人
生
観
上
の
自
然
主
義
」
を
論
じ
る
こ
と
は
、
す
で
に
明
治
四
一
年
九
月
発
表
の
「
芸
術
と
実
生
活
の
境
に
横
は
る
一
線
」
の
末
尾
で
予

告
し
て
お
り
、
抱
月
に
と
っ
て
は
折
り
込
み
済
の
予
定
で
あ
っ
た
。

（
7
）
谷
沢
永
一
「
自
然
主
義
文
芸
批
評
の
屈
折
」（
初
出
、
関
西
大
学
国
文
学
会
『
国
文
学
』
一
九
六
二
年
三
月
、
の
ち
『
近
代
評
論
の
構
造
』
和

泉
書
院
、
一
九
九
五
年
七
月
に
所
収
）。

（
8
）
岩
城
準
太
郎
『
増
補
　
明
治
文
学
史
』（
育
英
舎
、
明
42
・
6
、
復
刻
修
文
館
、
一
九
二
七
年
一
〇
月
、
476-

477
頁
）。
初
刊
は
明
治
三
九
年
で

あ
る
。

（
9
）
「
あ
る
女
の
手
紙
」
に
つ
い
て
は
光
石
亜
由
美
「
自
然
主
義
の
女
│
│
永
与
美
知
代
「
あ
る
女
の
手
紙
」
を
め
ぐ
っ
て
│
│
」（『
名
古
屋
近

代
文
学
研
究
』
17
、
一
九
九
九
年
一
二
月
）
が
あ
り
、
テ
ク
ス
ト
の
織
り
込
ん
だ
「
芸
術
と
実
行
」
問
題
へ
も
分
析
を
加
え
て
い
る
。

（
10
）
「
青
年
」
を
判
断
す
る
に
際
し
て
、
年
齢
が
判
明
す
る
者
に
つ
い
て
は
年
齢
を
、
不
明
の
者
に
つ
い
て
発
表
欄
の
性
格
（
投
稿
、
月
評
欄
）

な
ど
か
ら
推
定
し
た
。
こ
こ
で
青
年
層
と
し
て
ま
と
め
て
扱
っ
た
集
団
の
中
に
も
差
異
を
見
出
す
こ
と
は
可
能
だ
が
、
今
回
は
当
時
の
論
争
に

お
け
る
大
き
な
構
図
と
そ
の
背
後
に
あ
る
流
れ
を
提
示
す
る
こ
と
の
意
義
を
重
視
し
た
。
青
年
た
ち
個
々
の
輪
郭
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
試
み

は
、
本
論
に
交
差
す
る
別
の
問
題
構
成
と
し
て
追
究
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

（
11
）
た
と
え
ば
、「
私
は
大
体
に
於
て
岩
野
泡
鳴
氏
の
説
に
賛
成
す
る
」
と
い
う
徳
田
秋
江
「
文
壇
無
駄
話
」（『
読
売
新
聞
』
明
42
・
1
・
24
）、「
実

生
活
か
ら
離
れ
て
、
果
た
し
て
文
芸
に
何
等
独
立
の
意
味
が
有
ら
う
か
。
文
芸
は
飽
ま
で
実
生
活
の
た
め
に
の
み
存
在
す
る
」
と
い
う
金
子
筑

水
「
実
生
活
と
文
芸
」（『
中
央
公
論
』
明
42
・
2
）。

（
12
）
泡
鳴
の
思
想
の
受
容
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
石
川
啄
木
に
お
け
る
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
た
鎌
倉
芳
信
「
石
川
啄
木
「
時
代
閉
塞
の
現
状
」

の
青
年
像
│
│
内
か
ら
の
目
、
外
か
ら
の
目
│
│
」（『
岩
野
泡
鳴
研
究
』
有
精
堂
、
一
九
九
四
年
六
月
）
が
あ
る
。

（
13
）
石
川
啄
木
「
弓
町
よ
り
（
食
ふ
べ
き
詩
）」（『
東
京
毎
日
新
聞
』
明
42
・
11
・
30
～
12
・
7
、
引
用
は
『
啄
木
全
集
』
第
四
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九

六
七
年
九
月
、
213
頁
）
も
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
私
は
最
近
数
年
間
の
自
然
主
義
の
運
動
を
、
明
治
の
日
本
人
が
四
十
年
間
の
生
活
か
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ら
編
み
出
し
た
最
初
の
哲
学
の
萌
芽
で
あ
る
と
思
ふ
。
さ
う
し
て
そ
れ
が
凡
て
の
方
面
に
実
行
を
伴
つ
て
ゐ
た
事
を
多
と
す
る
。
哲
学
の
実
行

と
い
ふ
以
外
に
我
々
の
生
存
に
は
意
義
が
な
い
」。

（
14
）
修
身
教
育
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
日
比
「〈
自
己
〉
を
語
る
枠
組
み
│
│
中
等
修
身
科
教
育
と
〈
自
我
実
現
説
〉
│
│
」（『
国
語
と
国
文
学
』

第
77
巻
7
号
、
二
〇
〇
〇
年
七
月
）
を
参
照
。

（
15
）
島
村
抱
月
「
第
一
義
と
第
二
義
」（『
読
売
新
聞
』
明
42
・
6
・
6
日
曜
附
録
）。

（
16
）
徳
田
秋
江
「
文
壇
無
駄
話
（
何
故
に
文
芸
の
内
容
は
実
生
活
と
一
致
す
る
か
）（
二
）」（『
読
売
新
聞
』
明
42
・
6
・
13
日
曜
附
録
）。

〔
付
記
〕
本
論
文
は
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
、
一
九
九
九
│
二
〇
〇
〇
年
度
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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